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 本論文で申請者は、固体 NMR における高分解能化手法である Magic	 Angle	 Spinning
（MAS)法の高度化の研究を行った。MAS は、静磁場  𝐵!  からマジック角（54.74°）傾





る X0 シムコイルの開発(第 2 章)、後者に対しては超音波モーターを使った Magic	 Ang
le	 Turning（MAT）実験用プローブの開発（第 4 章）と、それを用いた高分解能固体 N
MR 測定に必要な MAT パルスシーケンスの改良（第 3 章）を行った。また MAS 測定の新
たな適用として部分重水素化された有機伝導体(EDO-TTF-d2)2PF6の重水素	 MAS	 NMR 測
定を行い、EDO-TTF 分子の電気/磁気的基底状態についての新たな知見を得た結果につ




電磁気学的な計算によりコイル形状の最適化を行い、実際に、7T の磁場を 1A の電流
で 0.01°傾けることの出来る X0 シムコイルを作成することが出来た。このコイルの
ローレンツ力による変形や電流による発熱を防ぐことの出来る保持具なども作成し、
実際の NMR 測定において、0.001°以下の精密な角度調整が出来ることを示した。この
精度は現在 NMR 測定で求められている一番高い精度（例えば、STMAS 測定における 0.0
01°以下）に合致している。	 




れを用いた 1H-13C の二重共鳴 NMR プローブを作成し、グリシン粉末の 13C 固体高分解能
測定に成功した。この測定では、超音波モーターの回転速度（数 10Hz）が従来の MAS
に必要な数 kHz に比べて極端に遅いために、MAT 法を適用して行われた。申請者はそ
の過程で従来の MAT 法の欠点を改善する方法（Double	 Acquisition	 MAT(DAMAT）)法を
考案し、実際にその優秀性を示した。	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